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「
明
る
く
楽
し
い
練
馬
支

部
に
で
き
る
よ
う
全
力
を
尽

く
し
て
ま
い
り
ま
す
。
皆
さ

ん
、
こ
れ
か
ら
ご
協
力
の
ほ

ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
」
30
歳
の
若
さ
で
東
京

土
建
練
馬
支
部
の
副
委
員
長

に
選
出
さ
れ
た
赤
松
雄
太
さ

ん
（
練
馬
）
は
第
68
回
定
期

大
会
の
出
席
者
に
時
折
緊
張

し
た
表
情
を
見
せ
な
が
ら

も
、
力
強
く
決
意
を
語
り
ま

し
た
。

同
大
会
は
4
月
6
日
、
練

馬
区
立
区
民
・
産
業
プ
ラ
ザ

コ
コ
ネ
リ
ホ
ー
ル
で
行
わ

れ
、
支
部
役
員
41
人
、
代
議

員
1
6
8
人
、
特
別
代
議
員

30
人
の
計
2
3
9
人
が
出

席
。
東
京
土
建
本
部
の
石
川

信
一
副
委
員
長
や
、
練
馬
区

労
働
組
合
総
連
合
・
岸
田
幸

雄
議
長
、
練
馬
区
労
働
組
合

協
議
会
・
松
永
公
爾
議
長
ら

を
来
賓
に
迎
え
た
ほ
か
、
前

川
耀
男
練
馬
区
長
を
は
じ

め
、東
京
土
建
本
部
や
支
部
、

共
闘
団
体
な
ど
か
ら
メ
ッ
セ

ー
ジ
も
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

支
部
結
成
65
周
年
の
節
目
を

迎
え
た
2
0
2
4
年
度
を
総

括
。
そ
の
上
で
「
全
て
の
仲

間
の
団
結
で
、
強
靭
な
練
馬

支
部
構
築
に
向
け
、
組
織
増

勢
・
強
化
を
勝
ち
取
り
、
仲

間
が
主
体
の
諸
要
求
実
現
に

向
け
、
運
動
の
さ
ら
な
る
展

開
を
！
」
と
の
メ
イ
ン
ス
ロ

ー
ガ
ン
の
も
と
、
25
年
度
運

動
方
針
や
予
算
案
を
確
認
し

ま
し
た
。

冒
頭
、
大
会
諸
役
員
を
選

出
し
中
澤
裕
美
執
行
委
員

（
南
事
業
所
）
を
運
営
委
員

長
、
菊
池
純
子
代
議
員
（
新

大
泉
）を
選
挙
管
理
委
員
長
、

小
松
﨑
和
弘
代
議
員（
高
松
）

を
資
格
審
査
委
員
長
に
。
奈

良
正
隆
執
行
委
員
（
富
士
見

台
）
と
春
日
三
治
子
代
議
員

（
中
村
）
を
議
長
に
据
え
て

議
事
に
入
り
ま
し
た
。

あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
伊
藤

慶
一
郎
執
行
委
員
長
は
「
前

年
、
私
た
ち
の
組
合
は
と
て

も
多
く
の
挑
戦
が
あ
っ
た

が
、
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の

協
力
と
努
力
の
お
か
げ
で
数

々
の
困
難
を
乗
り
越
え
ら
れ

た
」と
謝
意
を
伝
え
ま
し
た
。

25
年
度
に
向
け
「
労
働
環
境

の
改
善
を
目
指
し
、
組
合
員

が
安
心
し
て
働
け
る
社
会
を

つ
く
る
た
め
に
尽
力
す
る
」

と
決
意
。
「
皆
さ
ん
の
力
を

借
り
な
が
ら
前
進
し
て
い
き

た
い
」
と
組
合
活
動
へ
の
理

解
と
支
援
を
求
め
て
い
ま
し

た
。
唐
澤
一
喜
書
記
長
の
基

調
報
告
に
続
い
て
分
会
活
動

経
験
報
告
。
泉
は
「
分
会
・

事
業
主
の
会
の
発
足
が
新
し

い
風
を
吹
き
こ
む
」
、
大
泉

東
は
「
2
0
2
4
年
度
住
宅

デ
ー
の
本
部
目
標
を
達
成
、

8
年
ぶ
り
の
快
挙
」
、
土
支

田
は
「
国
保
予
算
要
求
ハ
ガ

キ
の
取
り
組
み
」
と
題
し
て

そ
れ
ぞ
れ
代
表
者
が
登
壇

し
、
出
席
者
は
興
味
深
く
聞

き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

昼
休
憩
を
挟
ん
で
、
執
行

部
が
25
年
度
予
算
を
提
案
し

た
後
、
分
科
会
を
開
催
。
7

つ
の
分
科
会
を
設
け
、
約
2

時
間
に
わ
た
っ
て
各
専
門
部

の
運
動
方
針
な
ど
を
巡
っ
て

議
論
を
重
ね
ま
し
た
。
全
体

会
の
会
場
・
コ
コ
ネ
リ
ホ
ー

ル
に
戻
り
、分
科
会
報
告（
関

連
記
事
2
〜
3
面
）を
経
て
、

基
調
報
告
と
予
算
案
の
一
括

採
択
。
出
席
者
の
拍
手
で
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
や
宣
言

の
採
択
に
続
い
て
支
部
役
員

の
改
選
。
各
役
職

の
立
候
補
者
は
定

数
内
だ
っ
た
た

め
、
無
投
票
当
選

に
。
新
役
員
は
菊

池
選
管
委
員
長
に

名
前
を
呼
ば
れ
た

ら
会
場
前
方
に
並

び
、
伊
藤
執
行
委

員
長
が
代
表
し
て

抱
負
を
語
り
ま
し

た
。
そ
の
後
こ
の

大
会
で
退
任
す
る

加
藤
忠
常
任
執
行

委
員（
西
大
泉
）が

登
壇
。「
支
部
役
員
は
定
年
だ

が
、
こ
れ
か
ら
は
分
会
で
活

動
さ
せ
て
も
ら
い
た
い
」
と

決
意
を
新
た
に
し
て
い
ま
し

た
。（
関
連
記
事
2
〜
3
面
）

締
め
く
く
り
に
赤
松
副
委

員
長
の
掛
け
声
で
「
団
結
が

ん
ば
ろ
う
」
と
連
呼
。
基
調

報
告
で
も
示
さ
れ
た
「
『
仲

間
の
つ
な
が
り
』
団
結
で
、

明
る
く
楽
し
い
練
馬
支
部
へ

向
け
て
」
の
思
い
を
強
く
し

ま
し
た
。

【
お
こ
と
わ
り
】
コ
ラ
ム

「
ね
り
ま
大
根
」
は
2
面
に

掲
載
し
ま
す
。

支
部
定
期
大
会
を
終
え
、

い
よ
い
よ
春
の
拡
大
月
間
が

本
格
化
。
練
馬
支
部
の
拡
大

目
標
は
5
月
30
日
昼
ま
で
に

2
1
2
人
で
す
。
入
社
の
ピ

ー
ク
期
を
迎
え
る
事
業
所
の

対
話
や
、
個
人
の
つ
な
が
り

に
よ
る
�
組
合
未
加
入
の
知

り
合
い
�
に
声
を
掛
け
、
東

京
土
建
の
仲
間
入
り
を
勧
め

ま
し
ょ
う
。

組
織
部
は
2
0
2
5
年
度

の
組
織
強
化
、
拡
大
の
運
動

方
針
を「
新
加
入
者
、既
加
入

未
定
着
者
の
分
会
群
へ
の
定

着
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
と
し
て

い
ま
す
。
労
働
組
合
の
要
は

�
数
�の
力
に
ほ
か
な
り
ま
せ

ん
。
処
遇
改
善
や
生
活
の
質

の
向
上
な
ど
を
求
め
る
声
が

大
き
く
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、

国
や
大
企
業
を
動
か
せ
ま

す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
こ
れ
以

上
組
合
員
数
を
減
ら
す
わ
け

に
は
い
か
な
い
。
拡
大
行
動

の
意
義
が
ま
す
ま
す
高
ま
っ

て
い
ま
す
。

25
年
度
は「
拡
大
行
動
日
」

と
、
組
合
未
加
入
の
知
り
合

い
を
誘
っ
て
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

す
る
「
仲
間
交
流
日
」
に
分

け
、
メ
リ
ハ
リ
を
つ
け
て
取

り
組
み
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の

日
に
は
分
会
セ
ン
タ
ー
に
集

い
、
行
動
を
盛
り
上
げ
ま
し

ょ
う
。

4月…
【夜間拡大行動】25日（金）・28日（月）のうち「群三役学習

会」がない日
【昼間拡大行動】14日（月）～30日（水）の平日の中で、分会

ごとに1日設定
5月…
【夜間拡大行動】19日（月）、23日（金）、27日（火）、

28日（水）、29日（木）
注）5月27日以降は基本、未達成分会のみ対象

【昼間拡大行動】7日（水）～26日（月）の平日の中で、分会
ごとに2日設定

【日曜行動日】5月25日（日）
【仲間交流日】5月9日（金）

各分会の拡大目標

分会
1/1
現勢

4/1
現勢

現勢比
（人）

月間
目標

北 練 馬 151 151 ±0 6

田 柄 294 289 －5 11

練 馬 118 120 ＋2 5

桜 台 267 260 －7 10

豊 玉 147 143 －4 6

春 日 254 260 ＋6 9

高 松 172 172 ±0 6

貫 井 175 177 ＋2 7

土 支 田 279 278 －1 10

南 田 中 140 133 －7 5

大 泉 東 140 138 －2 5

学 園 254 251 －3 9

西 大 泉 238 230 －8 9

泉 184 177 －7 7

石 神 井 台 208 201 －7 8

上 石 神 井 171 166 －5 6

旭町光が丘 207 199 －8 8

北 事 業 所 719 729 10 26

石 神 井 117 117 ±0 4

谷 原 台 184 179 －5 7

関 町 191 195 ＋4 7

新 大 泉 102 101 －1 4

早 宮 190 189 －1 7

中 村 241 238 －3 9

富 士 見 台 197 193 －4 7

新 豊 玉 129 133 ＋4 5

北 大 泉 102 97 －5 4

南 事 業 所 463 457 －6 17

合 計 6049 5990 －59 212

�
明
る
く
楽
し
い
練
馬
支
部
�へ
向
け
て
意
思
統
一

第68回定期大会第68回定期大会

「団結がんばろう」と拳を突き上げる出席者

副委員長に選出されて
意気込みを語る赤松さん
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春の拡大月間の日程

「
安
心
し
て
働
け
る

社
会
を
つ
く
る
」

伊
藤
執
行
委
員
長

伊
藤
執
行
委
員
長

春の拡大月間春の拡大月間
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第
1
分
科
会
は
39
人
（
役

員
6
人
、
代
議
員
28
人
、
特

別
代
議
員
5
人
）
が
出
席
。

執
行
部
の
西
川
利
彦
社
会
保

障
対
策
部
長
、
畑
澤
友
美
税

金
経
営
対
策
部
長
、
佐
渡
則

年
シ
ニ
ア
友
の
会
会
長
が
そ

れ
ぞ
れ
の
2
0
2
4
年
度
総

括
、
25
年
度
方
針
を
提
案
し

ま
し
た
。

社
会
保
障
対
策
部
は
「
マ

イ
ナ
保
険
証
で
混
乱
す
る
組

合
員
が
多
い
」
（
豊
玉
・
三

枝
髙
代
議
員
）
こ
と
が
討
議

の
中
心
に
。
土
建
国
保
年
度

末
交
付
会
を
各
分
会
で
終
え

た
ば
か
り
で
す
が
、
マ
イ
ナ

保
険
証
の
制
度
に
理
解
が
追

い
付
か
な
い
組
合
員
が
多
く

い
る
こ
と
を
訴
え
る
声
が
上

が
り
ま
し
た
。
西
川
部
長
か

ら
は
、
社
会
保
障
対
策
部
で

作
成
の
チ
ラ
シ
も
交
え
な
が

ら
組
合
員
に
説
明
し
て
み

て
、
そ
れ
で
も
理
解
が
難
し

い
こ
と
が
あ
れ
ば
支
部
に
問

い
合
わ
せ
て
欲
し
い
と
回
答

が
あ
り
ま
し
た
。

税
金
経
営
対
策
部
で
は
、

茂
呂
裕
一
書
記
よ
り
24
年
度

の
総
括
を
報
告
し
、
畑
澤
部

長
か
ら
25
年
度
方
針
の
提
案

が
あ
り
ま
し
た
。
全
体
を
通

し
て
特
に
質
疑
は
な
く
終

了
。
暮
ら
し
と
仕
事
を
破
壊

す
る
消
費
税
の
減
税
と
イ
ン

ボ
イ
ス
制
度
の
廃
止
を
勝
ち

取
る
た
め
の
運
動
に
つ
い
て

改
め
て
意
思
統
一
し
ま
し

た
。シ

ニ
ア
友
の
会
は
方
針
で

「
分
会
シ
ニ
ア
友
の
会
の
強

化
」「
26
年
度
に
名
称
変
更
」

な
ど
を
提
案
、
全
分
会
の
仲

間
の
結
集
で
交
流
と
組
合
活

動
の
前
進
を
目
指
す
こ
と
が

承
認
さ
れ
ま
し
た
。75
歳
に

な
り
、健
康
保
険
が
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
に
移
行
す
る

こ
と
で
組
合
脱
退
に
つ
な
が

る
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
は
、
シ

ニ
ア
の
活
動
を
強
調
し
、
組

合
脱
退
防
止
に
つ
な
げ
る
よ

う
な
声
掛
け
も
お
こ
な
っ
て

い
く
こ
と
を
改
め
て
確
認
し

ま
し
た
。
最
後
に
、
佐
渡
会

長
の
勇
退
に
大
き
な
拍
手
が

送
ら
れ
ま
し
た
。

第
5
分
科
会
は
役
員
5

人
、
代
議
員
24
人
、
特
別
代

議
員
4
人
の
計
33
人
が
出

席
。
2
0
2
4
年
度
総
括
、

25
年
度
方
針
を
執
行
部
の
伊

藤
慶
一
郎
執
行
委
員
長
、
武

石
誠
厚
生
文
化
部
長
、
赤
松

雄
太
青
年
部
長
が
提
案
し
ま

し
た
。

厚
生
文
化
部
を
巡
っ
て
は

組
合
総
合
共
済
「
傷
病
見
舞

金
」
の
申
請
書
を
分
会
、
群

で
受
け
付
け
た
ら
「
個
人
情

報
を
守
る
た
め
に
、
封
筒
を

用
意
し
て
も
ら
い
た
い
」
と

要
望
。
ま
た
25
年
の
秋
ご
ろ

に
運
動
会
の
開
催
を
予
定
し

て
い
ま
す
が
、
「
競
技
内
容

な
ど
を
問
う
ア
ン
ケ
ー
ト
の

実
施
」
を
求
め
る
声
も
上
が

り
ま
し
た
。

後
継
者
対
策
部
は
同
部
主

催
の
イ
ベ
ン
ト
や
、
部
会
の

進
め
方
を
見
直
す
意
見
が
相

次
ぎ
ま
し
た
。
「
今
の
部
員

は
企
画
内
容
が
思
い
付
か

ず
、
結
局
先
輩
役
員
が
準
備

し
た
こ
と
を
や
る
」
さ
ら
に

分
会
内
で
若
い
組
合
員
の
集

め
方
が
分
か
ら
な
い
こ
と
で

「
こ
の
点
も
先
輩
役
員

に
お
ん
ぶ
に
だ
っ
こ
状

態
」
に
。

24
年
度
は
部
会
を
10

回
開
い
た
も
の
の
、「
分

会
で
ど
の
よ
う
に
後
継

者
企
画
を
進
め
れ
ば
よ

い
か
」
「
ど
う
や
っ
て

人
集
め
を
す
れ
ば
よ
い

か
」
な
ど
と
議
論
を
深

め
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と

が
課
題
と
し
て
残
り
、

25
年
度
に
引
き
継
が
れ

ま
し
た
。

一
方
で
、
青
年
部
は
赤
松

部
長
が
定
年
を
迎
え
ま
し
た

が
、
後
任
が
不
在
。
そ
れ
で

も
25
年
度
拡
大
目
標
を
「
年

間
35
人
に
設
定
し
、
組
織
人

員
1
2
0
人
を
目
指
す
」
と

し
て
お
り
、
「
分
会
活
性
化

に
は
若
い
力
が
必
要
不
可

欠
」と
意
気
込
ん
で
い
ま
す
。

分
会
と
青
年
部
員
の
つ
な
が

り
強
化
に
と
ど
ま
ら
ず
、
事

業
所
従
業
員
へ
の
働
き
掛
け

に
も
力
を
入
れ
、
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
掲
げ
た
「
活
動
家
の
発

掘
と
育
成
を
目
指
す
、
先
人

の
魂
を
繋
い
で
い
く
、
と
も

に
成
長
し
高
め
あ
う
仲
間
づ

く
り
が
明
る
く
希
望
の
持
て

る
建
設
産
業
へ
続
い
て
い

く
」
と
の
思
い
を
共
有
し
ま

し
た
。

第
2
分
科
会
は
28
人
（
役

員
4
人
、
代
議
員
22
人
、
特

別
代
議
員
2
人
）
が
出
席
。

執
行
部
の
和
嶋
英
人
賃
金
対

策
部
長
（
副
委
員
長
）
、
渡

辺
直
樹
書
記
次
長
（
技
術
対

策
担
当
書
記
）
、
吉
田
健
一

郎
書
記
（
賃
金
対
策
担
当
書

記
）
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
2
0

2
4
年
度
総
括
、
25
年
度
方

針
を
提
案
し
ま
し
た
。

賃
金
対
策
部
で
は
「
ハ
ウ

ス
メ
ー
カ
ー
で
は
法
定
福
利

費
が
も
ら
え
な
い
、
改
善
さ

れ
な
い
。
交
渉
を
強
め
る
必

要
が
あ
る
の
か
。
書
面
が
必

要
な
の
か
」
（
桜
台
・
河
行

賢
次
代
議
員
）
と
質
問
が
あ

り
、
ま
さ
し
く
声
を
上
げ
て

す
す
め
て
い
く
請
求
・
要
求

運
動
が
討
議
の
中
心
に
な
り

ま
し
た
。
「
昔
は
、
飲
ま
せ

食
わ
せ
の
接
待
だ
っ
た
が
、

今
は
発
注
者
と
ゼ
ネ
コ
ン
が

人
手
不
足
を
痛
感
し
て
い

て
、
発
注
者
が
ゼ
ネ
コ
ン
に

作
っ
て
く
だ
さ
い
と
お
願
い

す
る
関
係
と
ラ
ジ
オ
か
ら
流

れ
て
き
た
。
元
請
け
が
、
下

請
け
に
行
き
届
く
よ
う
に
し

っ
か
り
受
注
額
を
上
げ
て
い

け
る
と
き
」（
関
町
・
小
岩
比

呂
也
代
議
員
）
と
展
望
が
開

け
る
発
言
も
続
き
ま
し
た
。

技
術
対
策
部
で
は
、
「
キ

ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム

は
、
い
ま
登
録
の
推
進
（
普

及
）
か
ら
現
場
利
用
の
活
用

（
運
用
）
の
時
代
を
迎
え
て

い
る
」
（
早
宮
・
鎌
田
義
昭

代
議
員
）
と
声
が
上
が
り
、

カ
ー
ド
を
持
っ
て
い
る
だ
け

で
は
就
労
履
歴
が
溜
め
ら
れ

て
い
な
い
。
国
で
す
す
め
て

い
る
の
に
カ
ー
ド
を
色
別
に

す
す
め
て
い
る
人
は
少
な

い
。
白
色
か
ら
レ
ベ
ル
ア
ッ

プ
を
申
請
し
て
い
く
こ
と
が

大
切
と
「
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
判

定
」
が
議
論
の
中
心
に
な
り

ま
し
た
。

以
上
、
一
括
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

第
3
分
科
会
は
34
人
（
役

員
6
人
、
代
議
員
24
人
、
特

別
代
議
員
4
人
）
が
出
席
。

執
行
部
か
ら
自
己
紹
介
を
行

い
、
出
席
者
へ
意
義
の
あ
る

分
科
会
に
で
き
る
よ
う
あ
い

さ
つ
し
ま
し
た
。

加
藤
忠
仕
事
対
策
部
長
か

ら
2
0
2
4
年
度
総
括
、
2

0
2
5
年
度
方
針
を
提
案
し

ま
し
た
。
24
年
度
は
地
域
に

根
差
し
た
取
り
組
み
を
進
め

る
た
め
、
住
宅
相
談
で
は
区

民
に
点
検
商
法
の
注
意
喚
起

を
行
い
、
信
頼
で
き
る
東
京

土
建
の
Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
し

た
。方

針
で
は
新
た
な
形
式
の

「
住
ま
い
の
修
繕
相
談
会
」

を
練
馬
区
役
所
1
階
ア
ト
リ

ウ
ム
で
開
催
し
、
相
談
し
や

す
い
東
京
土
建
が
身
近
に
あ

る
こ
と
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま

す
。続

い
て
上
原
良
子
労
働
対

策
部
長
（
副
委
員
長
）
か
ら

24
年
度
総
括
、
25
年
度
方
針

を
提
案
し
ま
し
た
。
総
括
で

は
24
年
に
仕
事
対
策
部
と
合

同
で
取
り
組
ん
だ
「
安
全
大

会
兼
普
通
救
命
講
習
」
の
別

途
報
告
を
行
い
、
今
後
も
専

門
部
を
超
え
て
学
習
会
な
ど

の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く

方
針
を
話
し
ま
し
た
。

方
針
で
は
学
習
会
を
中
心

と
し
た
取
り
組
み
を
労
働
対

策
部
で
行
い
、
事
業
所
の
脱

退
防
止
へ
つ
な
げ
て
い
き
ま

す
。
ま
た
、
ア
ス
ベ
ス
ト
の

被
害
者
に
も
加
害
者
に
な
ら

な
い
た
め
に
、
労
働
対
策
部

長
を
講
師
に
分
会
執
行
委
員

会
で
ミ
ニ
学
習
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

特
に
大
き
な
反
対
意
見
は

な
く
、
両
専
門
部
の
提
案
が

拍
手
で
一
括
採
択
さ
れ
ま
し

た
。

第
6
分
科
会
は
37
人
（
役

員
5
人
、
代
議
員
25
人
、
特

別
代
議
員
7
人
）
が
出
席
。

執
行
部
の
三
⻆
真
弓
教
育
宣

伝
部
長
（
副
委
員
長
）
、
西

川
忠
大
憲
法
平
和
対
策
部

長
、
神
尾
恵
美
女
性
の

会
会
長
が
そ
れ
ぞ
れ
の

2
0
2
4
年
度
総
括
、

25
年
度
方
針
を
提
案
し

ま
し
た
。

教
宣
部
は
「
活
字
離

れ
が
進
ん
で
い
る
中
で

機
関
紙
の
意
義
」
（
新

大
泉
・
掛
端
光
夫
代
議

員
）
や
「
支
部
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
活
用
法
」（
高

松
・
笹
川
勝
雄
代
議
員
）

が
討
議
の
中
心
に
。
メ

デ
ィ
ア
の
世
界
が
様
変
わ
り

し
て
も
、
編
集
者
は
ぶ
れ
な

い
姿
勢
と
、
情
報
を
扱
う
責

任
が
求
め
ら
れ
る
と
の
認
識

を
共
有
し
ま
し
た
。

ま
た
今
年
は
戦
後
80
年
の

節
目
を
迎
え
る
こ
と
で
「
仲

間
や
家
族
の
戦
争
体
験
に
も

焦
点
を
当
て
て
も
ら
え
れ

ば
」
（
大
泉
東
・
矢
吹
光
英

代
議
員
）
と
の
声
も
。
こ
れ

は
憲
法
平
和
対
策
部
の
活
動

に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
同
部

は
引
き
続
き
平
和
と
核
廃

絶
、
脱
原
発
の
取
り
組
み
を

進
め
る
専
門
部
の
強
み
を
生

か
し
て
、
本
部
や
他
支
部
、

共
闘
団
体
の
運
動
を
リ
ー
ド

す
る
と
確
認
。
そ
の
一
環
と

し
て
、
7
月
の
憲
法
フ
ェ
ス

タ
は
「
改
め
て
憲
法
を
前
面

に
押
し
出
し
た
企
画
を
打
ち

出
そ
う
」
（
新
豊
玉
・
野
津

俊
夫
代
議
員
）
と
意
見
が
出

さ
れ
ま
し
た
。

一
方
で
、
女
性
の
会
は
拡

大
行
動
の
苦
労
が
語
ら
れ
、

分
会
の
中
に
は
そ
の
け
ん
引

役
と
な
る
会
長
を
選
出
で
き

て
い
ま
せ
ん
。
支
部（
母
体
）

と
の
連
携
や
協
力
が
必
要
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
「
会
長
ポ

ス
ト
が
空
席
と
な
っ
て
い
る

分
会
は
分
会
長
を
は
じ
め
、

六
役
が
選
出
に
向
け
働
き
掛

け
て
ほ
し
い
」
（
石
神
井
・

簗
瀬
千
恵
子
代
議
員
）
と
声

が
上
が
り
、
全
体
会
の
分
科

会
報
告
で
も
唐
澤
一
喜
書
記

長
が
出
席
者
に
訴
え
て
い
ま

し
た
。

第
4
分
科
会
は
計
34
人
の

出
席
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
小

名
日
出
夫
執
行
委
員（
春
日
）

の
議
長
の
も
と
、
各
担
当
書

記
に
よ
る
2
0
2
4
年
総
括

の
提
案
に
つ
づ
き
、
小
玉
祥

子
組
織
部
長
（
兼
事
業
所
対

策
担
当
役
員
）
に
よ
る
25
年

度
方
針
が
そ
れ
ぞ
れ
提
案
さ

れ
ま
し
た
。

ま
ず
組
織
部
で
は
、
代
議

員
よ
り
「
事
業
所
入
職
に
よ

る
加
入
が
多
数
を
占
め
る
な

か
で
の
個
人
拡
大
の
対
策
は

な
い
か
」と
の
質
問
や
、「
支

部
が
把
握
し
て
い
る
例
え
ば

『
請
負
金
額
の
相
場
』な
ど
、

役
立
つ
情
報
を
産
対
分
野
と

も
連
携
し
て
組
合
員
に
発
信

す
べ
き
」
な
ど
の
意
見
が
出

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、「『
新

た
な
仲
間
・
発
掘
レ
ク
』
を

き
っ
か
け
に
仲
間
の
つ
な
が

り
が
広
が
っ
た
。
続
け
て
い

く
こ
と
は
大
切
」
と
の
経
験

も
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

質
問
・
意
見
に
対
し
、
個

人
拡
大
に
つ
い
て
は
2
0
2

5
年
度
方
針
で
提
案
し
た

「
ク
チ
コ
ミ
で
の
つ
な
が
り

に
よ
る
拡
大
」
に
も
取
り
組

ん
で
い
く
こ
と
を
確
認
し
ま

し
た
。
ま
た
、
役
立
つ
情
報

発
信
に
つ
い
て
は
、
産
業
対

策
だ
け
で
な
く
、
全
専
門
分

野
と
連
携
し
て
す
す
め
て
い

く
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

続
い
て
事
業
所
対
策
委
員

会
で
は
、
「
言
い
た
い
こ
と

を
恥
ず
か
し
が
ら
ず
に
発
言

し
な
い
と
状
況
は
さ
ら
に
厳

し
く
な
る
の
で
、
組
合
か
ら

こ
う
す
れ
ば
よ
い
と
い
う
よ

う
な
ア
ド
バ
イ
ス
が
必

要
」
、
「
事
業
所
と
個
人
事

業
者
が
共
存
し
て
い
け
る
の

か
、
同
じ
活
動
を
や
っ
て
い

け
る
の
か
不
安
を
感
じ
る
」

と
い
っ
た
意
見
が
あ
り
ま
し

た
。
ま
た
、
「
分
会
内
で
実

施
し
て
い
る
事
業
所
向
け
の

ミ
ニ
勉
強
会
を
、
他
分
会
含

め
さ
ら
に
広
げ
る
た
め
の
連

絡
手
段
」
に
つ
い
て
の
質
問

が
あ
が
り
ま
し
た
。

答
弁
の
な
か
で
、
事
業
所

と
個
人
事
業
者
が
ど
う
共
存

し
て
い
く
か
に
つ
い
て
は
、

少
し
ず
つ
で
も
前
に
進
め
る

よ
う
に
意
見
を
出
し
合
い
考

え
て
い
く
必
要
を
確
認
し
ま

し
た
。
ま
た
、
勉
強
会
に
つ

い
て
分
会
内
で
は
事
業
所
名

簿
を
活
用
し
、
分
会
の
垣
根

を
越
え
て
は
組
織
部
会
や
事

業
所
対
策
委
員
会
で
の
共
有

や
支
部
か
ら
の
Ｄ
Ｍ
で
広
め

る
こ
と
を
共
有
し
ま
し
た
。

第
7
分
科
会
は
33
人
（
役

員
7
人
、
代
議
員
21
人
、
特

別
代
議
員
5
人
）
が
出
席
。

肥
野
信
彦
部
長（
副
委
員
長
）

か
ら
財
政
部
の
2
0
2
4
年

度
総
括
な
ら
び
に
25
年
度
の

運
動
方
針
の
提
案
が
さ
れ
ま

し
た
。
「
群
長
や
群
会
計
を

入
れ
替
わ
り
で
お
こ
な
っ
て

い
る
」
「
新
し
く
群
会
計
を

引
き
受
け
て
く
れ
た
」な
ど
、

群
役
員
選
出
の
経
験
・
教
訓

の
報
告
が
さ
れ
ま
し
た
（
豊

玉
・
豊
島
成
淑
代
議
員
、
土

支
田
・
小
池
洋
子
代
議
員
、

旭
町
光
が
丘
・
帥
孝
司
執
行

委
員
）
。

ま
た
、
組
合
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
の
予
算
科
目
に
つ
い
て

南
事
業
所
・
畑
澤
美
知
世
代

議
員
の
質
問
に
は
「
科
目
は

維
持
費
、
レ
イ
ア
ウ
ト
な
ど

費
用
を
考
え
増
額
を
し
て
お

り
次
年
度
方
針
と
し
て
強
化

を
考
え
て
い
る
」
と
執
行
部

よ
り
答
弁
。
組
合
費
納
入
方

法
に
つ
い
て
も
様
々
な
意
見

が
集
ま
り
、
「
支
出
の
無
駄

を
な
く
し
て
バ
ー
コ
ー
ド
決

済
が
で
き
る
の
で
は
」
（
中

村
分
会
・
岡
嶋
明
和
代
議

員
）
、
南
事
業
所
・
中
澤
裕

美
代
議
員
よ
り
事
業
所
分
会

の
組
合
費
送
金
の
教
訓
、
上

石
神
井
分
会
・
岡
上
誠
代
議

員
よ
り
実
際
対
応
し
て
い
る

群
の
経
験
が
話
さ
れ
ま
し

た
。「

さ
ま
ざ
ま
な
ご
意
見
を

参
考
に
し
な
が
ら
次
年
度
も

皆
さ
ん
と
話
し
合
い
ま
す
」

と
執
行
部
よ
り
答
弁
の
の

ち
、
財
政
の
議
案
提
案
は
一

括
し
て
拍
手
で
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

25
年
度
予
算
案
で
は
、
会

館
運
営
管
理
費
の
内

訳
や
運
動
資
金
引
当

金
の
増
加
理
由
、
活

動
者
会
議
の
予
定
や

フ
ェ
ス
タ
明
細
な
ど

に
つ
い
て
質
疑
応
答

が
あ
り
（
上
石
神
井

・
岡
上
代
議
員
、
北

練
馬
・
西
尾
八
重
子

代
議
員
、
大
泉
東
・

西
澤
貞
子
代
議
員
）、

支
部
財
政
や
組
合
運
動
へ
の

理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

最
後
に
、
2
0
2
5
年
度

予
算
案
に
つ
い
て
一
括
し
て

拍
手
で
仮
承
認
さ
れ
、
分
科

会
は
閉
会
し
ま
し
た
。

加
藤
忠
さ
ん
（
常
任
執
行
委
員
・
西
大
泉
）
、
神

尾
恵
美
さ
ん
（
支
部
女
性
の
会
会
長
﹇
常
任
執
行
委

員
待
遇
﹈
・
田
柄
）
、
中
尾
幸
一
さ
ん
（
執
行
委
員

・
北
練
馬
）、
金
澤
智
さ
ん（
執
行
委
員
・
中
村
）、

佐
渡
則
年
さ
ん
（
支
部
シ
ニ
ア
友
の
会
会
長
﹇
執
行

委
員
待
遇
﹈
・
高
松
）
、
住
友
か
つ
子
さ
ん
（
支
部

女
性
の
会
事
務
局
長
﹇
執
行
委
員
待
遇
﹈
・
石
神
井

台
）
、
佐
藤
大
地
さ
ん
（
書
記
次
長
・
書
記
局
）
、

渡
辺
直
樹
さ
ん
（
書
記
次
長
・
書
記
局
）

先
日
、
十

数
年
ぶ
り
に

大
学
の
キ
ャ

ン
パ
ス
を
歩

い
た
。
楽
し

そ
う
に
話
す

学
生
と
教
員

が
目
に
留
ま
っ
た
ら
ふ
と

�
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
�。
指
導

教
授
の
言
葉
を
思
い
出
し
た

▼
マ
ス
コ
ミ
業
界
を
目
指
す

学
生
に
「
テ
レ
ビ
局
の
記
者

も
新
聞
記
者
と
同
様
、
文
章

を
お
ろ
そ
か
に
す
る
な
」
言

わ
ん
と
す
る
の
は
決
定
的
瞬

間
を
捉
え
て
も
、
い
つ
、
ど

ん
な
状
況
で
起
き
た
か
を
添

え
な
け
れ
ば
意
味
が
な
い
。

そ
の
役
割
を
果
た
す
の
が
文

章
。
だ
か
ら「
書
き
ま
く
れ
、

そ
し
て
他
者
が
書
い
た
名
文

を
読
み
ま
く
れ
」
と
日
頃
の

鍛
錬
を
求
め
て
い
た
▼
今
、

実
に
さ
ま
ざ
ま
な
メ
デ
ィ
ア

が
私
た
ち
を
囲
ん
で
い
る

が
、
�
伝
え
る
�
原
点
は
や

は
り
言
葉
、
文
章
で
は
な
い

か
。
一
言
、
一
文
が
時
に
相

手
を
幸
福
へ
と
導
き
、
時
に

真
逆
の
こ
と
も
。
伝
え
る
側

は
そ
の
力
を
信
じ
、
一
方
で

畏
怖
の
念
も
抱
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
▼
要
は
基
本
を
忘

れ
る
な
。
師
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

に
は
そ
ん
な
こ
と
も
含
ま
れ

て
い
た
の
か
。
先
生
、
よ
う

や
く
分
か
り
ま
し
た
。（
今
）

2025年度東京土建練馬支部役員選挙当選者
東京土建練馬支部第68回定期大会

選挙管理委員長 菊池 純子
役職（定数） 氏名 所属分会

執行委員長（1） 伊藤 慶一郎 新豊玉

副執行委員長（5）

赤松 雄太 練馬
上原 良子 早宮
和嶋 英人 田柄
三⻆ 真弓 高松

書記長（1） 可兒 美憲 大泉東

書記次長（3）
友成 京介 書記局
今津 佑介 書記局
唐澤 一喜 書記局

常任執行委員（11）

中山 千里 田柄
肥野 信彦 石神井台
武石 誠 富士見台
西川 利彦 大泉東
西川 忠大 西大泉
小玉 祥子 春日
畑澤 友美 南事業所
小松﨑 和弘 高松
新島 秀成 早宮

会計監査（3）
坂本 美子 高松
天野 一也 旭町光が丘
野沢 富子 春日

※以上、届け出順

執行委員（28）
※分会番号順

大橋 勉 北練馬
壷屋 隆士 田柄
赤松 勝 練馬
川村 圭介 桜台
豊島 浩一郎 豊玉
小名 日出夫 春日
淡路 美治 高松
水流 昭彦 貫井
寺田 浩 土支田
井村 満 南田中
杉本 雄二 大泉東
今成 辰夫 学園
松尾 浩道 西大泉
坂田 拓嗣 泉
住友 光一 石神井台
小島 正也 上石神井
選出中 北事業所
帥 孝司 旭町光が丘
豊原 孝仁 石神井
藤原 緑朗 谷原台
選出中 関町

嘉藤 悠太 新大泉
小谷 昭和 早宮
間瀬 智彦 中村
奈良 正隆 富士見台
中込 祐 新豊玉
楊 洪芳 北大泉
中澤 裕美 南事業所

●待遇

役職 氏名 所属分会
四役待遇

上原 誠 早宮
本部非専従常任中央執行委員

執行委員待遇
新里 恵美子 石神井台

支部女性の会会長
執行委員待遇

寺井 京子 南事業所
支部シニア友の会会長
執行委員待遇

住友 光一 石神井台
本部ＰＡＬ幹事長
執行委員待遇

中山 千里 田柄
支部ＰＡＬ会長

※住友さんは支部執行委員としても選出されているため、支部執行委員とします。
※中山さんは支部常任執行委員としても選出されているため、支部常任執行委員とします。

第
2
分
科
会
（
賃
金
対
策

部
・
技
術
対
策
部
）

執行部の提案に耳を傾ける第1分科会の代議員

第
3
分
科
会
（
仕
事
対
策

部
・
労
働
対
策
部
）

第
4
分
科
会
（
組
織
部
・

事
業
所
対
策
委
員
会
）

第
1
分
科
会
（
社
会
保
障

対
策
部
・
税
金
経
営
対
策
部
・

シ
ニ
ア
友
の
会
）

りに練って練
馬
支
部
第
68
回
定
期
大
会
・
分
科
会
報
告（
要
旨
）

退
任
の
思
い
を
語
る

加
藤
常
任
執
行
委
員

第
5
分
科
会
（
厚
生
文
化

部
・
後
継
者
対
策
部
・
青
年
部
）

各専門部の議案

第
7
分
科
会
（
財
政
部
）

第
6
分
科
会
（
教
育
宣
伝

部
・
憲
法
平
和
対
策
部
・
女
性

の
会
）

退
任
さ
れ
た
支
部
役
員

※
（

）
内
は
前
役
職
・
所
属
分
会

さ
ま
ざ
ま
な
意
見
が
出

さ
れ
た
第
6
分
科
会

25
年
度
の
抱
負
を
述
べ
る

伊
藤
執
行
委
員
長

第
5
分
科
会
の
執
行
部
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ま
ず
最
初
に
、
ビ
キ
ニ
デ

ー
に
初
め
て
参
加
出
来
る
チ

ャ
ン
ス
を
与
え
て
頂
き
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
組
合
員
な
ら
誰
で
も
頂

け
る
チ
ャ
ン
ス
な
の
で
次
年

度
は
是
非
皆
さ
ん
に
も
参
加

し
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

私
は
、
事
前
学
習
と
し
て

2
0
2
5
年
2
月
23
日
に

「
第
五
福
龍
丸
」
を
見
に
夢

の
島
公
園
に
行
っ
て
き
ま
し

た
。
小
学
校
の
社
会
科
見
学

以
来
、
何
十
年
ぶ
り
に
観
た

船
の
印
象
は
大
き
く
、
そ
し

て
悲
し
い
印
象
の
船
で
し

た
。
展
示
さ
れ
て
い
る
資
料

を
見
て
い
る
と
自
然
に
涙
が

出
て
き
ま
し
た
。
こ
ん
な
に

近
く
に
あ
っ
て
し
か
も
無
料

で
見
ら
れ
る
の
で
皆
さ
ん
も

休
日
の
機
会
に
で
も
是
非
行

っ
て
み
て
欲
し
い
で
す
。

1
9
5
4
年
3
月
1
日
、

ア
メ
リ
カ
は
太
平
洋
ビ
キ
ニ

環
礁
に
お
い
て
広
島
型
原
爆

の
約
1
0
0
0
倍
の
威
力
を

も
つ
水
爆
実
験
を
お
こ
な
い

ま
し
た
。
こ
の
核
実
験
に
よ

っ
て
、
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
の

人
び
と
や
多
く
の
日
本
漁
船

な
ど
が
被
災
し
た
そ
う
で

す
。
漁
船
「
第
五
福
龍
丸
」

は
、
ア
メ
リ
カ
政
府
の
指
定

し
た
危
険
区
域
外
で
操
業
中

で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
�
死
の
灰
�
を
浴
び
、

23
人
の
乗
組
員
全
員
が
急
性

放
射
能
症
に
か
か
り
、
無
線

長
の
久
保
山
愛
吉
さ
ん
は

「
原
水
爆
の
被
害
者
は
わ
た

し
を
最
後
に
し
て
ほ
し
い
」

と
言
い
残
し
、
そ
の
年
の
9

月
に
亡
く
な
り
ま
し
た
。
日

本
の
原
水
爆
禁
止
運
動
は
、

核
戦
争
阻
止
、核
兵
器
廃
絶
、

被
爆
者
援
護
・
連
帯
を
一
貫

し
て
か
か
げ
、
世
界
諸
国
民

や
非
核
国
政
府
と
連
帯
し
、

世
論
と
運
動
を
ひ
ろ
げ
て
き

ま
し
た
。

す
ぐ
に
世
界
が
変
わ
る
と

は
思
い
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

誰
か
が
声
を
上
げ
な
け
れ
ば

変
わ
り
ま
せ
ん
。
「
核
兵
器

廃
絶
」
の
声
を
ま
ず
ご
自
身

か
ら
あ
げ
て
み
ま
せ
ん
か
？

日
本
被
団
協
が
「
ノ
ー
ベ

ル
平
和
賞
」
を
受
賞
し
、
戦

後
・
被
爆
80
年
の
特
別
な
年

に
、
被
災
71
年
3
・
1
ビ
キ

ニ
デ
ー
に
参
加
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

1
日
目
（
2
月
28
日
）

全
国
各
地
、
世
界
各
国
か

ら
の
発
言
者
の
訴
え
が
あ
っ

た
全
体
集
会
後
、
練
馬
か
ら

の
同
行
者
4
人
そ
れ
ぞ
れ
の

分
科
会
へ
。

私
の
今
年
の
目
標
で
あ
る

「
継
承
」と
あ
っ
た
分
科
会
、

「
原
水
爆
禁
止
運
動
の
継
承

を
―
入
門
編
」
に
予
定
通
り

参
加
。
①
Ｄ
Ｖ
Ｄ
「
永
遠
な

る
平
和
を
〜
原
水
爆
の
惨
禍

〜
」（
ビ
キ
ニ
事
件
の
概
要
）

を
鑑
賞
。
②
そ
の
後
、
当
時

い

く

お

中
学
生
だ
っ
た
杉
村
征
郎
さ

ん
の
生
の
証
言
を
聴
き
③
記

録
映
画
「
生
き
て
い
て
よ
か

っ
た
」
（
運
動
の
意
義
）
を

鑑
賞
、
学
習
し
ま
し
た
（
※

①
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
が
あ
り
ま
す
の

で
、
憲
法
カ
フ
ェ
な
ど
に
貸

し
出
し
し
ま
す
）
。

朝
の
出
発
間
際
ま
で
持
参

す
る
か
迷
っ
た
自
作
の
表
裏

一
体
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
は
、
運

営
側
に
許
可
を
得
て
展
示
。

質
問
交
流
の
時
間
に
「
『
継

承
』
を
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば

？
」
と
、
呼
び
か
け
が
あ
っ

た
の
で
、
小
学
4
年
生
の
社

会
科
で
「
日
本
地
図
を
描
こ

う
」
の
際
に
、
空
白
の
部
分

を
埋
め
る
感
じ
で
「
『
核
兵

器
禁
止
条
約
へ
の
調
印
（
署

名
）
・
批
准
・
参
加
を
日
本

政
府
に
求
め
る
意
見
書
決
議

採
択
し
た
自
治
体
』
を
書
こ

う
！
」
な
ど
、
具
体
的
な
方

法
を
提
案
し
ま
し
た
。
好
評

で
し
た
。

2
日
目
（
3
月
1
日
）

焼
津
駅
か
ら
ビ
キ
ニ
事
件

の
被
害
者
・
久
保
山
愛
吉
さ

ん
の
眠
る
弘
徳
院
ま
で
、
墓

参
行
進
（
歩
数
計
で
約
1
万

歩
）
。
「
原
水
爆
の
被
害
者

は
わ
た
し
を
最
後
に
し
て
ほ

し
い
」
と
言
い
遺
し
た
久
保

山
さ
ん
の
墓
前
で
改
め
て

「
核
廃
絶
」を
誓
い
ま
し
た
。

午
後
か
ら
の
閉
会
式
に
参

加
し
て
2
日
間
の
日
程
が
無

事
に
終
了
し
ま
し
た
。

◇

◇

◇

東
京
に
戻
り
、
報
告
文
を

書
き
な
が
ら
、
「
日
常
が
毎

日
毎
日
保
証
さ
れ
る
こ
と
が

平
和
」
「
過
去
の
歴
史
の
事

実
を
き
ち
ん
と
学
ぶ
こ
と
が

戦
争
へ
の
道
の
ブ
レ
ー
キ
に

な
る
」
と
、
語
っ
た
東
京
大

空
襲
・
戦
災
資
料
セ
ン
タ
ー

初
代
館
長
・
早
乙
女
勝
元
氏

の
言
葉
が
頭
の
中
い
っ
ぱ
い

に
な
り
ま
し
た
。

ヒ
バ
ク
シ
ャ
の
方
々
の
平

均
年
齢
が
、
2
0
2
4
年
現

在
で
85
・
58
歳
。
原
水
爆
被

害
に
つ
い
て
、
生
の
証
言
を

記
録
す
る
作
業
を
急
ぎ
な
が

ら
、
核
廃
絶
の
運
動
を
「
継

承
」す
る
効
果
的
な
方
法
を
、

建
設
業
の
産
業
別
視
野
か
ら

も
考
え
、
直
接
的
・
間
接
的

に
草
の
根
運
動
を
し
て
い
き

ま
す
。
参
加
さ
せ
て
い
た
だ

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。こ

の
2
日
間
で
最
も
心
が

震
え
た
警
鐘
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

紹
介
し
ま
す
。

私
た
ち
は
生
き
る
た
め
の

糧
を
得
る
た
め
に
海
に
出
た

だ
れ
に
も
文
句
を
い
わ
れ
る

筋
合
で
な
い
自
由
の
海
で

操
業
に
励
ん
で
い
た
の
で
あ

る無
警
告
の
原
爆
実
験
と
実
験

に
当
っ
た
科
学
者
の
ミ
ス
は

私
た
ち
に
生
涯
背
負
わ
ね
ば

な
ら
な
い
病
魔
の
極
印
を
押

し
た

私
た
ち
は
世
界
の
良
心
を
信

じ
な
が
ら

「
太
平
洋
や
宇
宙
は
特
定
国

の
所
有
物
で
は
な
い
」
こ
と

を世
論
に
訴
え
た
い
。

今
の
ま
ま
で
は
つ
ぎ
の
被
害

者
は

あ
な
た
方
で
あ
る
こ
と
も
―

―①
Ｄ
Ｖ
Ｄ
「
永
遠
な
る
平
和

を
〜
原
水
爆
の
惨
禍
〜
」
か

ら
引
用

私
は
、
ビ
キ
ニ
デ
ー
集
会

に
今
回
初
め
て
参
加
し
ま
し

た
。話
に
は
、多
少
聞
い
て
い

ま
し
た
が
、
実
際
に
参
加
す

る
こ
と
で
、
百
聞
は
一
見
に

如
か
ず
と
い
う
の
は
こ
う
い

う
こ
と
と
実
感
し
ま
し
た
。

し
か
も
、
今
年
は
、
広
島
、

長
崎
被
爆
80
年
と
い
う
こ
と

と
日
本
被
団
協
の
ノ
ー
ベ
ル

平
和
賞
受
賞
で
、
運
動
の
広

が
り
が
大
き
く
な
る
時
に
参

加
出
来
て
、
草
の
根
の
運
動

を
組
合
で
、
地
域
で
広
げ
る

こ
と
を
感
じ
ま
し
た
。

広
島
の
原
爆
の
千
倍
も
の

威
力
の
あ
る
水
爆
で
実
験
し

た
こ
と
に
も
驚
き
ま
し
た

が
、
そ
の
近
く
で
操
業
し
て

い
た
、漁
船
の
人
た
ち
に
は
、

何
の
補
償
も
な
い
の
と
、
ア

メ
リ
カ
は
、
マ
ー
シ
ャ
ル
諸

島
で
核
実
験
を
13
年
間
で
67

回
も
行
い
、
そ
の
被
害
は
70

年
以
上
経
過
し
た
今
も
が
ん

や
甲
状
腺
の
問
題
に
悩
ま
さ

れ
て
い
る
こ
と
に
も
驚
か
さ

れ
ま
し
た
。

私
は
「
『
非
核
日
本
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
』
を
ひ
ろ
げ
、
核

兵
器
禁
止
条
約
に
参
加
す
る

日
本
を
」
分
科
会
に
参
加
し

て
、
全
国
の
様
々
な
草
の
根

の
運
動
が
交
流
さ
れ
ま
し

た
。
神
奈
川
の
新
日
本
婦
人

の
会
は
、
5
0
0
班
あ
る
す

べ
て
で
被
爆
展
の
開
催
を
目

標
に
進
め
て

い
る
と
か
、

自
治
体
の
日
本
政
府
に
核
兵

器
禁
止
条
約
へ
の
調
印
批
准

・
参
加
を
求
め
る
意
見
書
決

議
が
ゼ
ロ
の
山
口
県
で
も
核

兵
器
を
な
く
そ
う
と
運
動
を

し
て
い
る
実
態
な
ど
、
被
爆

国
の
日
本
政
府
が
後
ろ
向
き

な
こ
と
に
ま
す
ま
す
怒
り
が

増
し
て
き
ま
し
た
。

参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

被
爆
国
日
本
か
ら
核
兵
器
の

な
い
世
界
を
広
げ
て
い
く
た

め
に
、
草
の
根
の
運
動
を
組

合
内
外
へ
広
げ
て
い
か
な
け

れ
ば
い
け
な
い
と
強
く
感
じ

ま
し
た
。

・
天
野
邦
子
さ
ん
（
早
宮
分
会
）
…
暖
か

く
な
り
道
を
歩
い
て
い
る
と
い
ろ
い
ろ
な

花
が
咲
い
て
き
て
、
心
が
安
ら
ぎ
ま
す
。

・
神
尾
恵
美
さ
ん
（
田
柄
分
会
）
…
ク
ロ

ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
に
は
じ
め
て
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
て
み
ま
し
た
。
6
つ
の
文
字
か
ら
答

え
に
た
ど
り
つ
く
の
が
む
ず
か
し
か
っ
た

で
す
。

●
練
馬
支
部
に
異
動

・
茂
呂

裕
一
（
本
部
よ
り
）

・
鈴
木

寛
次

（
多
摩
・
稲
城
支
部
よ
り
）

●
練
馬
支
部
か
ら
異
動
・
退
職

・
佐
藤

大
地
（
板
橋
支
部
へ
）

・
渡
辺

直
樹
（
文
京
支
部
へ
）

・
鶴
岡

泰
（
退
職
）

ビキニ事件の被害者・久保山愛吉さんが好んだバラの花
を持つ左から山内さん、三⻆さん、畑澤さん（3月1日、
静岡県焼津市の弘徳院）

�
継
承
�と
は
？

託されたヒバクシャの伝言

問
い
続
け
、答
え
を
探
し
求
め

三
⻆
真
弓
さ
ん
（
高
松
分
会
）

ビキニデー集会（2月28日～3月1日）参加者の報告ビキニデー集会（2月28日～3月1日）参加者の報告

論
よ
り
証
拠

草
の
根
の
運
動
の
必
要
性
実
感

ち

よ

し

山
内
雅
賀
さ
ん
（
書
記
局
）

涙
の�
再
会
�

声
を
上
げ
な
け
れ
ば
変
わ
ら
ず

畑
澤
友
美
さ
ん
（
南
事
業
所
分
会
）

お
知
ら
せ

書
記
局
員
の
異
動
・
退
職


